




























































(7) 原稿の段落に見出しをつける場合は見出しにl行 （大見出しは2行） をあてること。見
出しの数字はI, 1, (1）の順とすること。











水谷光 ：ダンス指導ハンドブック，大修館書店， 1975,p 101 
c) 学会講演要旨集の場合
布上恭子 ・奈良くり ・川端ひろ子 ：婦人の健康生活について，第10回日本体育学





(1) 図 ・表は別紙に 1つずつ記載し， 本文中に記載しないこと。 （図 ・表にはそれぞれ著者
名を鉛筆で記入すること）
(2) 図・表の挿入箇所は，原稿欄外左に朱書きして指示すること。
(3) 図・表は本文中「次の表J 「上の図」のような表現を用いず，「図l」，「表2」のよ うに
書くこと。
(4) 図 ・表には，必ず題目をつけること。題目は内容を適切に表わすものとする。
(5) 図は大き目に明僚に書くこと。 （著者の原図がそのまま使用できるよう に，図は白紙ト
レース紙又は淡青線方眼紙にていねいに墨書きすることが望ましい）
(6) グラフの両座標軸には それぞれ目盛りと数字を記入すること。座標軸には名称、と量を
表わす単位記号を書くこと。
(7) 図の番号，題目および説明（図中の記号に対する種別指定も含む）は図の上又は下に番
号を付し，題目，説明の順に記載する。ただし簡単な説明を図中に入れた方がわかりやす
いと きは記入すること。
(8）写真は明僚なものを提出し，図と同様に番号 ・題目をつけ，説明がある場合は題目の下
に記載すること。
(9) 表の番号および題目は表の上に記載し 説明文がある場合はこれの下に記載すること。
(10) 表には横けいを用いて区分を行なう こと。表の左右の端の縦けいは用いないこと。その
他の縦けいは必要に応じて用いること。
(1) 表中ではできる限り脚注を用いないこと。やむをえず脚注を用いるときは，その事項の
右肩に①② を付し， 表の下に記載する。
編集申合せ事項
1.同一著者の論文を2つ以上同一号に掲載しない。ただし，2人以上の共著の場合はこの限
りでない。
2.原稿の受付は常時行なう。ただし，紀要の発行日 との関連から締切日を設定する。締切日
以前に予定号の予定のページ数に達した場合には， その時点で締め切り，それ以後に受理し
たものについては次号に掲載する。予定のページ数に達しない場合でも，受理した分のみで
編集する。
3.編集あるいは執筆上での疑問点は，編集委員に相談のこと。
